
　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ ＊ ＊ ＊

○
一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・激動する社会状況にあって情報の収集に対する出版
物の動きが多様化しており、販売量は多少上向きに
なっている。

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・月初旬は天候が不安定で販売量が伸び悩んだもの
の、中旬からは天候も安定し、さくらんぼシーズンに
も入ったことから、観光客向け商品の販売量が好調に
推移している。

○
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・客単価、商品単価共に上昇傾向にある。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・売上の前年同月比は３か月前と比較して下回ってい
るものの、来客数は約５％回復している。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・５月に前年比90.5％であった売上が、６月は92.2％
となっており、若干の上向きとなっている。また、５
月に90％に届かなかった来客数も６月は91.7％と多少
ではあるが回復がみられている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・ブランド転換が進み、看板統合の効果も出てきてい
る。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・今月は天候に恵まれて来客数が増加している。競合
店の影響はあるものの、単価が前年を上回ったこと
で、売上の前年比も下げ止まっている。特に週末の天
候が良く、売上を大きく伸ばすことができている。

○
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・気温の上昇とともに、売上も少しずつ伸びてきてい
る。

○

家電量販店（従
業員）

お客様の様子 ・来客数が上向いており、若干ではあるが売上も増加
している。春以降、様々なイベントが続くなか、消費
の冷え込みは余りみられず、母の日、父の日などの催
事関連の消費も動いている。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・各種団体の総会及び懇親会は、今年も例年どおりの
受注量となっている。その他にも周年パーティーなど
の単発の受注もあり、宴会部門はプラスとなってい
る。ただし、レストラン関係は個室利用が少なくなっ
てきているため、不安材料となっている。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・団体客とインバウンド客は前年並みで推移してい
る。また、予約以外の来客数が増えており、売上の増
加につながっている。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・季節や天候に左右される業種ではあるが、遠方から
の来客数が増えているように見受けられる。

○
競艇場（職員） 来客数の動き ・イベントの効果が出てきているのか、前月と比較し

て来客数が好調である。

○
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

来客数の動き ・来客数、成約件数、販売額共に伸びている。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・月の前半はやや苦戦したものの、後半はボーナス効
果もあってやや良いという店舗はあるが、商店街全体
として特筆できるほど動きは見当たらない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・天候が良かったため、前年並みかそれ以上の来客数
になると期待していたが、実際はそれほどでもなかっ
た。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月は大型イベントがめじろ押しで街なかはにぎ
わったものの、商店街の売上アップにはつながってい
ない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数が伸びていない。

□
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・好調であった前年と比較しても、販売量がやや上向
いている。微増ではあるものの良い結果である。

□
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・今月はギフト類が動いたが、それ以外の２次製品は
ほとんど動いていない。利益の大きい布団の仕立てが
なかったため、相変わらず厳しい状況が続いている。

□
一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・低価格商材の販売が厳しい状況が続いているもの
の、高額商材の動きが良いため、売上を確保してい
る。

□

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・気温の上昇で夏物商材に動きがみられるほか、自社
の売上施策により業績も持ち直している。ただし、基
本的には購入単価、購入点数に大きな変化はなく、景
気の回復は実感できていない。

家計
動向
関連

(東北)



□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・夏物商戦の最盛期に突入するが、東北では気温が上
がらず衣料品の動きが鈍い。クリアランスセールでの
早期販売に期待している。お中元商戦に関しても既存
客の受注は前年並みとみているものの、新規客獲得は
難航している。

□

百貨店（買付担
当）

単価の動き ・ハウスカードのポイントアップなど、前年よりも良
い条件でのセールにおいても、盛り上がりに欠けてい
る。まとめ買いも少なく、客からは必要なもの以外は
購入しないという印象を受ける。

□
百貨店（経営
者）

販売量の動き ・高額商材の動きは引き続き堅調に推移しているもの
の、セールが始まったことで、前半に動きの良かった
ファッションアイテムの買い控えがみられている。

□
スーパー（経営
者）

単価の動き ・購入点数は前年並みで推移しているものの、来客数
及び１品平均単価は前年割れが続いているなど、厳し
い状況が続いている。

□

スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・競合店の環境に変化がなく、既存店の来客数や売上
が前年を上回ることは極めて厳しくなっている。価
格、ポイント、割引クーポンなど、ありとあらゆる販
売促進策を講じての集客競争が続いている。

□
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・競合店の閉店により売上は増加しているものの、客
単価や購入点数は伸びていない。そのため、全体的に
は横ばいで推移している。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・夏物の制服や作業服などが順調に推移している。

□

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・暑さが前倒しになっている分、夏物商材の動きは順
調であるが、梅雨時期特有のレインウェアなどの単価
が稼げる羽織物の動きが鈍く、全体的には変わらない
状態である。

□
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・クールビズの浸透により、６月以降のスーツ需要が
年々減少している。

□
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・ボーナス商戦の月であるにもかかわらず、来客数及
び客単価が伸びていない。

□

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・サッカーワールドカップの影響もあり、テレビなど
の映像商材は前年をやや上回っている。また、６月後
半からの暑さにより、エアコン、扇風機などの販売量
は前年比120％の伸びをみせている。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・主力車種が仕様変更により受注を停止しており、販
売量が全然伸びていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・ここ数か月、販売量の動きは横ばいで推移してい
る。

□
乗用車販売店
（本部）

お客様の様子 ・話題の新商品が発表となり、客の動きが活発になっ
てきている。しかし、依然として既存車の動きは鈍
く、足元の景気は不安定である。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・レギュラー商材の動きが非常に悪い。日本酒におい
ても特定銘柄は堅調であるものの、全体的な売上の減
少分をカバーするには至っていない。飲食店も平日は
不調、週末や連休は好調という形に落ち着いてきてい
る。これでは、地方の景気は良くなることはないとみ
ている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・軽油の販売量は前年を上回っているものの、灯油の
販売量は減少している。そのため、全体的には前年並
みで推移している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・特に動きがなく、横ばいの状態が続いている。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・後半にある程度持ち直したものの、月の前半の動き
が非常に悪く、全体としてはやや悪い状態である。同
業他社においても、月前半の動きが悪かったために潰
れる店が出るのではないかとの話もある。変わらない
と答えたものの、前半の悪さを後半でカバーするのは
一苦労である。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・４～６月は予定どおりに推移しているものの、７月
の団体客は思うような結果が出ていない。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・客単価に動きはなく、来客数も低調な状態が続いて
いる。

□
観光型旅館（ス
タッフ）

お客様の様子 ・予約の状況は前月同様に間際での申込みが多い。そ
のため、先行販売を行ってもなかなか売り切ることが
できない。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊、一般宴会共にやや上向きであり、特に宿泊は
好調であった前年を上回る勢いである。ただし、来館
数が伸びず、婚礼部門の動きも鈍い。



□

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・景気の動きに変化がなく横ばいのままである。特に
販売量は前年と比較して全く同様の動きをしており、
景気は良くもないが悪くもないという状況で推移して
いる。

□
旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・客からの問合せが少なくなってきている。特に電話
による問合せが少ない。

□
通信会社（営業
担当）

単価の動き ・前年から物価上昇が続いているが、消費者は落ち着
いた買物をしているようにも見受けられる。そのた
め、景気は横ばいで推移している。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に変化がみられていない。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・４Ｋテレビ購入者が増えているにもかかわらず、有
料テレビサービスの加入には結び付いていない。イン
ターネットの新規申込者数も頭打ちであり、競合他社
との間で客の奪い合いだけが続いている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・ロボットによる業務自動化などのコスト削減の話に
しかならない。

□

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・例年並みに梅雨入りしたものの、降水量はそれほど
ではない。そのため、学校などの団体関係の動きは前
年並みのペースで推移しており、全体的にも同様であ
る。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・再来店率の前年比は、ここ数か月横ばいで推移して
おり、来客数の動きが鈍い状態が続いている。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・依然として少額予算の客が多い。また、契約まで時
間を要している。

□
その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・増改築と塗装工事が前年並みまで回復している。

▲

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と比べて、更に来客数の減少が続いてい
る。単価の高い客ばかり来店しており、売上の構成が
偏ってきている。幅広い客層に来店してもらえるよう
努力してきたつもりであるが、空回りしている。

▲
スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・６月の来客数は99.9％と前年に届いていない。ま
た、１品単価も98.8％と前年を下回っており、消費の
動きは厳しい状況にある。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・梅雨の時期であるが余り雨も降らず、天候的には良
かったものの、客の動き自体が鈍っており、来客数が
少し減っている。その原因は人口減少である。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・今月は売上が前年に届いておらず、厳しい経営を強
いられている。また、人件費の上昇もあって利益が減
少している。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・客単価の低迷が全体の売上を下げている。特にプラ
ス１品の購入が見込める揚げ物などのカウンター商材
の売上が低迷している。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・東北地方の被災地では、雇用問題、人口減少問題、
流入人口の減少問題などがあり、さらに復興に関する
建築も一段落していることから、来客数が減少してい
る。

▲
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・月後半からのサマーセールにより来客数は増えたも
のの、購入率は低い。さらにほとんどの客は１点買い
のため、販売量、単価共に落ち込んでいる。

▲
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・やっと蒸し暑くなってきているが、寒暖の差が激し
く、スラックスや半袖シャツなどのクールビズ商材の
動きが例年よりも鈍い。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・７月の新型車発表を控えて盛り上がりはあるもの
の、例年、この時期の客の動きは鈍い。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・来客数の動きが低調である。

▲
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比較すると、物件量、販売量が約半分ま
で落ち込んでいる。

▲
住関連専門店
（経営者）

単価の動き ・販売量の動きも鈍いが、さらに客は単価の低い商品
しか購入しない。客の財布のひもの固さを実感してい
る。

▲
住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・商店街に空き地や空き店舗が増えている。また、来
街者も少なく、来客数も落ち込んでいる。

▲
その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・値下げした商品がすぐに売れるなど、価格をシビア
に確認している様子が見受けられる。



▲

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・春先の出足は好調であったが、５～６月にかけて低
調に推移している。天候や気温の動きが不規則である
ことも多少影響しているのか、例年になく売上が芳し
くない。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・ガソリン価格の高騰により、定量、定額の給油が増
えているため、大幅な販売量の減少となっている。ま
た、燃料代の増加に伴い、洗車やメンテナンスを控え
る客が増えている。

▲
高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客からも同業者からも良い話を聞けない。客単価も
低く、７月以降の予約状況も良くない。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ここ数か月、給料日前の２週間は静かな状態が続い
ているが、今月は特にその傾向が強い。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・日によって来客数の差が激しく、トータルはマイナ
スとなっている。

▲

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・季節のフルーツ目当ての来客により、全体的な来客
数に大きな変化はない。しかし、ほとんどの客が他県
の人であり、特に夜の部は地元客に動きがみられてい
ない。家計的に余裕がない様子がうかがえる。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・法人による宴会需要は堅調に推移しているものの、
宿泊、レストランにおける個人需要は前年割れが続い
ている。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・先行販売の状況が余り芳しくない。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・全体的に給与は２～３％アップしているが、住民税
などが引き上げられて実質的な給与は下がっており、
何のための昇給か分からないとの声が聞こえている。
また、買い控えの傾向が続いており、景気はやや悪く
なっている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・急に暑くなってきたことで、客の出足が鈍くなって
きている。

×
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・街の飲食店の経営者の話では、６月は今までにない
ほどに売上が落ちている様子である。閉店する店が出
始めているなど、今後を心配する声を聞いている。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・ガソリン価格の高止まりにより支出が増えており、
客からは節約志向がうかがえる。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

□
農林水産業（従
業者）

それ以外 ・天候に恵まれて、さくらんぼの品質が良く、販売単
価は例年と比べて10％程度良い状態となっている。

□

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前年は地元で大きな祭りがあったため、土産物がよ
く動いていた。今年はそのようなものがなく、マイナ
ス要因となっている。また、お中元がスタートしてい
るが、動きは余り良くない。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・既存商品の落ち込みが激しく、販売量が前年と比較
して約10％減少している。そのため、工場の稼働率も
落ち込んでいる。

□
出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前も今月も、売上の前年同月比が約10％減少
しており、景気は悪いまま横ばい状態が続いている。

□
電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・主に携帯機器向けの半導体部品が、販売量、価格共
に好調を維持している。

□
建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・手持ち工事の繁忙度が高い状態が続いている。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今後の仕事の問合せもあり、大きな動きはない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・価格の他に品質も求める厳しい客が多くなってきて
いる。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・設備投資よりも経費削減に重きが置かれている。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・地元企業は従業員確保に苦慮しており、外国人採用
も増加している。また、人手不足から廃業する企業も
出てきている。

□

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・設備投資が緩やかに増加している一方、住宅投資は
弱含んでいる。また、公共投資は底堅く、輸出、輸入
は持ち直し基調にある。雇用動向は着実に改善してい
るものの、一部業種では人手不足に関してかなりの危
機感をもっている。

□
広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・各社ごとにばらつきはあるものの、全体の広告市場
規模としては横ばいの状況が続いている。

企業
動向
関連

(東北)



□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・企業は早めのバーゲンセールや一部商品の値下げに
より消費喚起に努めているが、その効果は出ていな
い。

□
コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・販売量の動きにほとんど変化がない。

□
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・同業者との話では、今年に入ってからは特にスー
パーのチラシなどの特売価格が下がっている様子であ
り、納入商品もそれに比例して減少している。

▲
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・さくらんぼの豊作により、価格の下落が著しい。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・他県からの観光客や出張者が少ないため、土産物の
販売量がやや減少している。

▲
繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・店頭の売上が悪い。

▲

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・需要が落ち込んでいるため取引先は在庫を抱えてお
り、当社も販売に苦戦している。本来であれば、仕入
コスト増加分を価格に転嫁したいが、取引先と交渉で
きる環境ではなくなっており、逆に値下げの圧力が強
まっている。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・情報誌を扱っているが、飲食店や美容室などの広告
掲載が非常に落ち込んでいる。

▲
窯業・土石製品
製造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・地域間格差はあるものの、東北全体として生コンの
出荷量が減少している。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・競争入札案件の結果が出ていないため、３か月前と
比較すると受注量が減少傾向になっている。

▲
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・広告費を抑える傾向が強く、イベントや印刷案件の
作成中止などが相次いでいる。

▲

公認会計士 取引先の様子 ・５月決算の客のデータをみると、小売業は売上、利
益共に減少している企業が多い。製造、建設関係は利
益を計上している企業が多いものの、全体的には若干
落ち込んでいるように見受けられる。

▲

その他企業［企
画業］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・得意先の地元スーパーから、チラシデザインの見直
しを迫られている。同様のことを印刷会社にも要求し
ている様子であり、コスト削減のあおりが宣伝活動に
も影響してきている。

×
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・得意先の在庫が増加しているなど、消費が鈍ってい
る様子がうかがえる。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・外資系生保企業の大型事務センターの進出による案
件の獲得、出向型の大手エンジニア企業からの中途採
用案件の採用基準の見直しなどが功を奏し、利益改善
に寄与している。

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新卒を含めて採用に苦戦する企業が急増している。
今まで新卒で採用をしてきた会社が１名も採用でき
ず、中途採用に切り替える事例が増えてきている。ま
た、中堅企業においても、６月１日以降の大手企業の
新卒面接解禁後の動きによる内定辞退が相次いでお
り、中途採用に向けた相談を受ける件数が増えてきて
いる。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・大手企業の進出や工場増設が相次いでおり、ものづ
くり産業の即戦力となる人材確保が激しくなってい
る。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が増加しているだけではなく、募集条件も向
上している。

□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・６月は来春の大卒採用における内定出しのピークで
ある。しかし、予定よりも多くの内定を出したにもか
かわらず、内定辞退者が続出して、結果的に当初の予
定数を下回っている企業が多い。ただし、複数の内定
をもらっている学生が多いということは、その分景気
が良いといえるのではないか。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・登録者の減少はないものの、求人とのミスマッチが
多い状態が続いている。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人の動きに大きな変化はみられていない。

□
アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・前年同時期と比べて、環境に大きな変化がない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人需要はあるものの、応募者が少なく結果として
企業が求人募集を諦める傾向が続いており、景気回復
の足かせになっている。

雇用
関連

(東北)



□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前と比較して9.8％増加してい
るが、前年同月との比較では3.7％減少している。ま
た、有効求人数は３か月前より8.8％減少しており、
77か月ぶりに5,000人を下回っている。特にパートタ
イムの求人がかなり減少しているが、一方でパートタ
イム希望者は増加しており、景気についてはどちらと
もいえない状況である。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・３か月前と比較して、月間有効求人数は2.2％の微
減のため、景況感に大きな変化はみられていない。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新卒市場は過去最高の内定率であるが、特に地元中
小企業の採用不振が強い。高校生にしても同様の状況
である。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・前年と比較して派遣ニーズが低下している。また、
魅力的な募集案件も減少している。

× － － －
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